
 

  

 

  

アジア児童文学日本センター・日中児童文学美術交流センター 共催 

アジアの視点から 

日中韓・平和絵本を読む 

講演会 

お話し：朱自強さん（中国・海洋大学教授・翻訳家） 

    おおたけきよみ（大竹聖美）さん 

           （東京純心女子大学教授・翻訳家） 

司 会：成實朋子さん（大阪教育大学准教授） 

日 時：2013 年12 月1 日（日） 
      14 時～16 時 

場 所：高麗博物館 展示室 

参加費：1000円（入館料含む） 

 現在、日本・中国・韓国の絵本作家たちが共同の企画として平和絵本を

作成、刊行中です。童心社（日本）、訳林出版社（中国）、四季節出版社（韓

国）による共同出版としてすでに６冊が出されました。“市民がつくる日

本・コリア交流の歴史博物館”である「高麗博物館」では、現在、韓国・

朝鮮の絵本展を開催中で、平和絵本も展示されています。 

 ちょうど中国からこのたび来日された朱自強さ

んに、平和絵本について自由に語っていただき、

またこの企画に関わられた大竹聖美さんのお話も

伺いたいと思います。 

 会場に展示されている韓国・朝鮮の絵本も、ぜ

ひこの機会にご覧下さい。 
 

＜お問い合わせ先＞ 042-336-4201（きど） 


